（Ｈ23年12月）

· ＧＮＨ（国民総幸福）という指標に注目です！
先月末のブータン国王夫妻の来日により、日本においてにわかに「国民の幸福度」に関する意識の高まりがみられました。

ＧＮＨとは、Gross National Happinessの略で、これまで国の豊かさの指標として用いられてきたＧＮＰやＧＤＰといった生産（Product）という指標に対抗する形で、幸福（Happiness）という指標を1976年にワンチュク国王の父が国際会議の場で初めて提唱し、そして2002年の国連総会において当時の外務大臣がその概念を伝えたことにより、GNHが全世界に知れ渡るようになりました。
しかし、「幸せ」ってどうやったら測ることができるの？という素朴な疑問が生じてきますが、それにはまず「幸せ」とはどのような状態にあることなのかという定義をはっきりさせる必要があります。ブータンでは、国家が国民に提供できる幸福の定義に、以下の9つの指標を掲げています。
1． 基本的な生活ができているか（極端な貧富の差がないか）
2． 文化の多様性が認められているか

3． 感情・感性の豊かさが大切にされているか
4． 健康に生活できる環境が整備されているか（病院等）
5． 教育環境が整っているか（学校等）
6． 時間の配分（ワークライフバランス）が適正か

7． 環境を守るしくみづくりができているか

8． 地域コミュニティーが活性化しているか（互恵互助の精神）

9． 良い統治ができているか

ひとつひとつはごく当たり前のことですが、物質的な豊かさに偏りすぎたものの考え方が染み付いてしまった私たち日本人にとって、ブータンの提唱する精神的な豊かさに比重を置く考え方は、いつか通ってきた道のような、ノスタルジーに満ち溢れた感覚に私たちを導いてくれます。特に今年は東日本大震災の影響もあり、結局最後に残るものは「家族との絆」「従業員との絆」「地域社会との絆」だということを強く感じ取った私たちの心に、素直に響くものがあります。

さらに、このような考え方は、会社にとっても「従業員の幸福度」をどうしたら上げることができるかを考える上で、非常に通ずるものがあるのではないでしょうか。「基本的な生活ができる給与水準になっているか」「仕事を進める上での考え方の多様性が認められているか」「わくわくするような楽しい職場が実現しているか」「社内の教育制度が確立しているか」「過重労働に陥っていないか」「エコな職場が実現しているか」「地域に愛される会社になっているか」などなど。

何を優先させるかは個々の企業文化によって異なりますが、このような考え方が真に定着すれば、結果的に顧客の支持を得られる会社になることは間違いないでしょう。　（工藤克己）
